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1. コンパイル 

ソースプログラムをコンパイルします。 コンパイルするとＡＳＭファイルがソースと同じ

ホルダに作成されます。 

 

2. アセンブル 

コンパイルされたＡＳＭファイルをアセンブルします。 アセンブルするとＨＥＸファイル、

ＬＳＴファイル、ＸＲＦファイルが作成されます。 作成される場所は同じホルダです。 

 

3. メモリに書き込む 

出来上がったファイルをメモリに書き込む方法です。 

ターゲットがＰＲＯＭの場合は４、ＣＰＵのフラッシュメモリの場合は５を実行します。 

 

4. ＰＲＯＭに書き込む 

ＨＥＸＳＥＮＤプログラムでＨＥＸファイルを送信します。 ランタイムルーチンのＨＥＸ

ファイルと今回作成したＨＥＸファイルをＲＯＭライタに送信後ＲＯＭに書き込みをおこ

ないます。 

 

5. ＣＰＵのフラッシュメモリに書き込む 

秋月のＨ８ライトターボ等でＣＰＵに書き込みを行います。 本ソフトはＨＥＸファイルを

生成なので、Ｈ８ライトターボ用のＭＯＴ形式に変換する必要があります。 ランタイムル

ーチン（RTR.HEX）と今回作成したＨＥＸファイルを１つのＨＥＸファイルにして、ＨＥＸ

ＭＯＴプログラムで変換を行えばＯＫです。 変換手順は以下の通りです。 

 

 ＲＴＲ．ＨＥＸを秀丸等で読み込む。 

 最後の行（：０００００００１ＦＦ）を削除する。 

 今回作成のＨＥＸファイルをその後ろに読み込む。 

 （ から ）までのコメントを削除する。 

 適当な名前をつけて保存する（拡張子はＨＥＸ） 

 ＨＥＸＭＯＴに今できたファイルをドラッグする。ＭＯＴファイルができる。 

 このＭＯＴファイルでＣＰＵに書き込む。 

 

6. その他 

 



 


